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1 はじめに
日本書紀では，紀年と人物と事績とが複雑に絡まり合
う中に，しばしば奇妙な数値が現れる．しかし，このよ
うな数値は創話の一部として適当に選ばれたものではな
く、ほぼすべてが意図されたものであると考えてよい．
また、数値的な奇妙さはないとしても、その数値が紀年
を導く計算に使われることも多い。そうした数値を事績
と合わせて計算処理することで、日本書紀にはいくつも
の歴史シナリオの隠されていることがわかる。詳細につ
いては、参考文献 [1]～[5]を参照されたい。それらのシ
ナリオが「史実」なのかどうかはともかく、それは日本
書紀の編纂者が後世に伝えようとした内容であることに
は違いない。我々は編纂者の意図を汲み取ることから始
めなければならないと思う。
たとえば、以下の事例では、記載される数値は「定量
的な」情報として計算に使われる。そのため、数値は記
載されたとおりの数値でしか意味を持たない。

• 孝元天皇の在位期間 57年
• 崇神天皇の宝算 120歳
• 景行 27年に日本武尊が 16歳
• 垂仁 3年に天日槍が現れ、垂仁 88年に天日槍の昔
話が記載される

• 成務 5年、仲哀天皇が 16歳で皇太子になる
• 允恭 7年に雄略天皇が誕生する

本稿では、日本書紀に記載される数値の一例として、
179万 2470という数値について考察する（第 2節）。ま
た、別の事例として、日本武尊と武内宿禰に関連する数
値データを考察する（第 3節）。

2 179万 2470

179万 2470という数値は天孫降臨の年から神武天皇が
東征を開始した年までの年数として記載されている（神
武天皇即位前紀）。この数値に何らかの意図が隠されてい

るのかどうか。この数値は巨大すぎて、誰しも意味のな
い数値と見るはずである。ところが、以下に示すとおり、
この数値は意図された計算結果なのである。
以下では、定数 a = 1792470として話を進める。この
数値は、神武天皇の東征開始日である紀元前 667年 10月
5日の事績との関連の中で記載される。
本題に入る前に、定数 aとは関係しないが、東征開始
日が意図された数値設計であることを示しておこう。紀
元前 667年 10月 5日は、グレゴリオ暦では紀元前 667年
10月 27日となる。10月 27日から年末 12月 31日まで
の日数は 66日であることがわかる（66 = 5 + 30 + 31）。
つまり、紀元 0年１月 1日から数えると（西暦 0年の存
在を想定した）、この日は 666年と 66日なのである。こ
のように数字 6がきれいに並ぶという結果は、明らかに
設計の結果であると言えるが、この点については、今後
の関連論文に譲りたい。
さて、日本書紀では、定数 aを神武天皇東征開始日か
ら天武天皇の即位決定日までの年数 bと関連づけている
ことが、以下のようにしてわかる。
天武天皇の即位決定の日を天智朝の後継者である大友
皇子の薨去が確定した日（天武 1年 7月 23日：西暦 672年
8月 14日）であると考えてみよう。1月 1日から 8月 14日
までの日数は 226日である。この場合、西暦で紀元前 667

年 10月 27日から 672年 8月 14日までの日数は 488662

日（＝ (666+672)×365+(66+226)）であり（西暦 0年の日
数を含む）、したがって、年数 b = 488662/365 = 1338.80

である。bの 2乗は 1792385であり、aとの誤差は 0.005%

である。なお、神武東征の紀元前 667年 10月 5日は讖
緯説どおり辛酉の日であるが、仮に天武 1 年 8 月 2 日
（西暦 672年 8月 23日）の辛酉の日までで計算すれば、
b = 488671/365 = 1338.83、bの 2乗はほぼ 1792470に
等しい（aとの誤差は 0.001%）。このように、1792470と
いう数値は計算結果と見てよいであろう。天武天皇は、
神武天皇を天孫に、自身を神武天皇に投影させたという
ことなのではないか。



3 日本武尊と武内宿禰
景行紀は、景行天皇自身の記述よりも日本武尊の記述
が多い。日本書紀における日本武尊の重要性がこの点に
おいても見える。日本武尊に関連する数値のテキストマ
イニングにより得られた結果を以下に列挙する。なお、本
節では、原日本書紀の紀年が必要となる。稿末に原日本
書紀の年表を置いた。原日本書紀の作成については、文
献 [5]を参照されたい。
　１）日本武尊は 323年に誕生した
　２）武内宿禰は 323年に誕生した
　３）成務天皇は 323年に誕生した
　４）仲哀天皇は 323年に誕生した
　１）については、景行 27年条に日本武尊が 16歳とあ
り、この記載から、誕生年が景行 12年（原日本書紀 323

年）であることがわかる。２）は、景行 3年条に武内宿
禰が 9年後に誕生した旨の記載があり、景行 12年の誕
生がわかる。３）は、成務 3年条に成務天皇と武内宿禰
が同じ日に生まれたとあることから、成務天皇の誕生も
景行 12年となる。４）は、成務 48年（原日本書紀 353

年）に仲哀天皇が 31歳で立太子していることから、仲哀
天皇の誕生年が 323年であることがわかる。
日本武尊、武内宿禰、成務天皇が同じ年の誕生である
ことは、紀年復原なしに日本書紀の記載のみから導くこ
とができるが、誕生年が 323年であること、および４）
の結果を得るには、復原された紀年の情報が必要となる。
なお、原日本書紀では成務天皇の崩御年が古事記の崩年
干支とほぼ一致することにも注意されたい。
ここで、仮に、日本武尊、成務天皇、仲哀天皇、武内
宿禰の４人が同一人物であるという想定をしてみよう。
日本書紀のテキストと以下の点で整合していることがわ
かる。
日本武尊の身長は 1丈（景行 2年条）、仲哀天皇の身長
は 10尺（仲哀天皇即位前紀）との記載がある。つまり、
同じ身長なのである。身長は、あり得ない大きさ（1丈＝
10尺＝約 3メートル）の数値となっており、同じ身長で
あることを強調しているのであろう。
成務紀には、他の天皇紀に通常あるような、即位後の
宮の位置、皇后、妃、子の記載が全くない。これは、成
務天皇が仮想の人物であることを物語る。
日本武尊は 30歳で薨去したと記載される（景行 40年
条）。したがって、誕生年 323年から計算すれば、352年
薨去となる。ところで、日本武尊の 30歳薨去を引き継ぐ
かのように、翌年 353年、31歳の仲哀天皇が皇太子とな
る。日本武尊は、日本書紀の中では名前だけが消えたの

であり、薨去後も仲哀天皇として生き続けたと見ればよ
い。日本書紀の記載では、仲哀天皇は日本武尊の子であ
るとされるが、この記載は、２人が同じ誕生年であるこ
とから史実ではあり得ない。上述のとおり、日本武尊＝
仲哀天皇との想定でよいであろう。
応神 9年条に甘美「内宿禰」の記載がある。「内宿禰」
をひと続きのテキストと見れば、「武内」でなく「武」を
名前と見るべきかも知れない。このようにして、日本武
尊と武内宿禰の同一性を、日本「武」尊と「武」内宿禰
という名前でもって暗示している可能性がある。
日本武尊と成務天皇はどちらも景行天皇の子とされる。
また、武内宿禰は武雄心命の子である（景行 3年条）。４
人が同一人物であることを想定した場合、逆算的に考え
れば、景行天皇＝武雄心命であればよい。これを支持す
る記載が日本書紀の中にあるかどうかが問題となろう。

4 おわりに
日本書紀に記載される数値には何らかの設計意図があ
る場合が多い。日本書紀を読解するときには、そのこと
を十分に意識するべきである。本稿では、そうした事例
のうちの２件を示した。
なお、本稿の第 2節と第 3節の内容については新規性は
ありません。Webページや市販の単行本から様々な解説
を参照させていただきましたが、どの情報が 1次情報な
のか不明のため、情報元の引用は省かせていただきます。
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